
 

 

平成 30年度 東海・北陸ブロック 事業報告 

 

１．活動テーマ 

  みる・つなぐ・うごかす ～保健師の原点から住民とともに創る未来～                 

  「保健師活動のコアを引き継ぐために」 

 

２．目的 

「保健師長会が40周年を迎えるにあたり、「次世代の保健師に伝えたい保健師のコア」とは 

何かを考え、今後の保健師活動の充実や人材育成の強化に活かす。 

 

３．実施状況 

回 開催日 場  所 内  容 

１ 7月8日（土） 

13:30～15:30 

 

三重県四日市市 

じばさん三重  

研修室２ 

 

 

【第１回理事・支部長会】 

１ 全国保健師長会理事会の報告 

２ ブロック活動計画、ブロック研修

会について 

３ 各支部活動の情報交換 

２ 8月16日（土） 

9:30～10:20 

 

三重県四日市市 

四日市市文化会館 

第4ホール 

【第２回理事・支部長会】 

１ ブロック研修会について 

２ 全国保健師長会活動及び保健師教 

育に関する意見交換 

３ 8月25日（土） 

10:30～16:00 

 

三重県四日市市 

四日市市文化会館 

第4ホール 

【ブロック研修会】 参加者 111名 

テーマ： みる・つなぐ・うごかす～保

健師の原点から住民とともに創る未来

～ 

「保健師活動のコアを引き継ぐため

に」 

１全国保健師長会の活動報告  

全国保健師長副会長 谷戸 典子氏 

２ 調査研究報告 

「災害時の保健師活動の活動推進に関

する研究」 

全国保健師長会 松本 珠実氏 

３ 実践報告 

（1）「地域健康医療支援センター「ふ

くしあ」の活動」 

 静岡県掛川市中部地域健康医療支援

センター 

（中部ふくしあ） 所長 平川 歩氏 

地域医療推進係  

主査 山崎 多佳子 氏   

（2）「地域医療構想・地域包括ケアの推

進と保健師活動～保健・医療・介護へつ

なぐ・動かす～」 

 富山県高岡厚生センター 

 企画管理課企画調整班長 



 

 

 

４．結果・課題 

 ・ 理事・支部長会は、全国保健師長会活動の伝達、ブロック研修会の内容についての検討、 

  各支部の情報交換（職場の現状・会員数の拡大・支部活動の充実等）を通じ、短時間であった 

がブロック内の交流を深めるとともに、情報共有交換を行う貴重な機会となった。 

・ ブロック研修会は、111人が参加。 

本年度は全国保健師長会 40 周年ということで、保健師長会の活動を幅広い年代に周知する

ことと運営協力をいただくために、三重県保健師協議会、三重県市町保健師協議会と共催とし、

20歳台を含む会員外の県保健師も参加も可能とした。 

研修会を通じ、会員外の保健師にも全国保健師長会の活動内容や意義を理解する機会となっ

たともに、研究報告、実践報告、話題提供を踏まえ、グループワークでは「次世代の保健師に

伝えていきたい保健師活動のコアとは何か」をテーマに活発な意見交換が行われ、今後の活動

につながる有意義な研修となった。 

 

５．支部活動の特徴 

・当ブロックは７県１市の８支部で構成。理事・支部長会を年２回開催し、全国保健師長会活動

の情報共有を図るとともに、各支部の現状や課題について情報交換を行い、各支部活動の充実

に活かしている。 

・各支部とも会員数の拡大や会員の活動への参加、支部活動の充実が共通の課題となっている。 

 

６．委員・支部長 氏名          所属 

◯理 事   中尾 裕美   三重県津保健所 

理 事   岩田 昌子   岐阜市健康部健康政策課 

富山県   福井 貴実子  富山県高岡厚生センター射水支所 

石川県   寺本 恵光   金沢市保健局健康政策課 

福井県   高橋 久美子  福井県福井健康福祉センター 

岐阜県   吉村 隆子   岐阜県岐阜保健所 

静岡県   鈴木 弥生   静岡県西部健康福祉センター医療保健部 

愛知県   土山 典子   愛知県瀬戸保健所 

名古屋市  日高 橘子   名古屋市中保健福祉センター 

三重県   丸山 明美   三重県医療保健部健康づくり課 

  

廣島 恭子氏 

４ グループワーク 

テーマ 次世代に伝えたい保健師の

コア ～それぞれの取組から～ 

 話題提供 「キャリアラダーを用い

た人材育成の取組」 

 津市健康福祉部健康づくり課長  

栗本 真弓氏 

５ 講評 

 全国保健師長会  

谷戸 典子氏、松本 珠実氏     


